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●利用しやすく、海辺へのアクセスがしやすい、バリアフリーに配慮した海岸づくり

広島港海岸（広島県）

柳井港海岸（山口県）

有川港海岸（長崎県）

●里浜づくりの基本的考え方 関係する主体の役割
地域の自然 地域の歴史 

産業・生活面における海辺と人々のつながり 海辺と人々の新しいつながりの提案と促進 

地形・植生条件 
・地形勾配 
・地質 
・水際線の形状 
・海底勾配 
・植物生息状況 
気象・海象条件 
・波・風・天候 

・住まい方 
・祭りや行事 
・風景の楽しみ方 
・地域固有の歴史 
・地域固有の文化 

「里浜」 
歴史文化・なりわいの場 

新たな海辺利用の促進 
・ビーチスポーツの振興 

環境保全や環境教育の展開 

災害に対する 
安全性の確保 

里浜づくり 

里浜づくり 

海辺と人々のつながりの密接化 

生産活動を通じた密接化 
　・貝を採る 
　・海草を拾う 
　・塩を生産する 
日常生活を通じた密接化 
　・海を眺める・集う 
　・精神の開放 
 
伝統文化を通じた密接化 

・散策 
・地域行事 
・ビーチスポーツ 
・バーベキュー 

・自然環境の保全 
・海辺の自然学校 
・環境教育 
・美化活動 
・環境の保全 

環境の保全・創造の場 利用促進の場 環境の保全・創造の場 利用促進の場 

・製塩と漁業 
・伝統行事 ・多様で豊かなかつての　 

　「海辺と人々のつながり」 
を現代の暮らしに叶う形 
で蘇らせた浜 

●地元住民等による日常管理への参画

（2）地域住民、ＮＰＯ等との連携強化等地域と一体となった海辺の創造
地域住民やNPO等との連携強化等により、地域の自然環境や地域固有の歴史を生かした海辺と人々の

つながりの密接化を促進し、多様で豊かなかつての海辺と人々のつながりを現代の暮らしに叶う形で蘇ら

せる里浜づくりを推進する。

2 暮らし ～生活空間の充実等を通じた豊かな生活の実現～

（1）海岸のバリアフリー化等少子・高齢化に対応した快適な海辺の実現
海岸を訪れる全ての人々に対し、利用しやすく、バリアフリー等に配慮した海岸づくりを推進する。

事業費約64億円（対前年度比2.347）
国　費約32億円（ 〃　　2.374）

指標：人々が海辺に親しむことのできる海岸の延長【約6,700km（H14）→約6,800km（H19）】

第二部　海岸事業等

要請・強力・意見 

・様々な段階で議論し判 
　断し、実践する役割 
　 

・資金や制度、事業に 
　よる支援の役割 

・議論の場、検討の場 
　の提供の役割 

補完 

意見 

地域の人々＝里浜づくりの主役 

専門家 行政 

海岸 
工学 

生態 
系 

景観 連携 

連携 
連携 

・情報の的確な提供 
・アドバイスの提供 

・知見の提供 
・アドバイスの提供 
・総合的な検討の支援 

・様々な段階で議論し判 
　断し、実践する役割 
　 

・資金や制度、事業に 
　よる支援の役割 

・議論の場、検討の場 
　の提供の役割 


